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議題（３）
第８回線引き見直し

について（報告）

（2）



基本的な事項の説明

（3）



線引きとは

• 神奈川県がおおむね10年
後の将来人口予測のもと、
都市計画区域についてま
ちづくり方向（都市計画
区域の整備、開発及び保
全の方針）を定めて、無
秩序な市街化を防止する
ため、市街化区域と市街
化調整区域に分けるもの
で、都市計画の基本とな
ります。

（4）

～建てられるところと、建てられないところを分けることです～

出典：国土交通省HP

• これを見直すことを「線引き見直し」といい、神奈川県では５
年～10年ごとに県内一斉で、この「線引き見直し」を行ってい
ます。



（5）

都市計画区域：逗子市全域

市街化区域

市街化調整区域

市街化

調整区域
市街化調整区域

市街化

調整区域



線引き見直しの経緯 ①

（6）

～神奈川県では、昭和45年から７回の見直しを行っています。～

• 昭和45年の当初決定から平成28

年の第７回見直しまでの間、市街

地が虫に食い荒らされたような無

秩序な拡大（スプロール化）を計

画的に制御し、自然的環境の保

全等に貢献してきました。また、

既成市街地に高い建物を建てる

などして土地の有効利用（高度利

用）や土地区画整理事業等によ

る計画的な市街地形成に大きな

役割を果たしています。

出典：京都市情報館HP

出典：政治ドットコムHP



• 昭和45年 当初線引き
市街化区域 838ha 市街化調整区域 931ha

線引き見直しの経緯 ➁

（7）

主な変更

第1回線引き見直し（S52、54） 小坪5丁目などを市街化区域へ編入（+16ha）

第2回線引き見直し（S59） 桜山6丁目の一部などを市街化調整区域へ編入（-2ha）

第3回線引き見直し（H2、4） 区域区分の変更は無し

第4回線引き見直し（H9） 小坪3丁目の一部などを市街化調整区域へ編入（-7ha）

第5回線引き見直し（H13、15） 沼間1丁目の一部などを市街化調整区域へ編入（-12ha）

第6回線引き見直し（H21、22） 山の根3丁目の一部などを市街化調整区域へ編入（-1.3ha）

第7回線引き見直し（H28） 桜山8丁目の一部を市街化調整区域へ編入（-0.01ha）

～市の都市化の状況に応じて、区域の見直しがされています～



～人口規模に応じたまちづくりが進められています～

• 県の人口推計では、2020（令和２）年頃をピークに減少に転じること
が予測されています。

• 逗子市においても2010（平成22年以降は減少傾向となっています。

線引き見直しの経緯 ③

（8）

• 今後の少子高齢化の進行
と人口減少社会の本格化、
気候変動や環境問題の顕
在化、災害の激甚化・頻
発化と安全・安心の意識
の高まりなど、地域をめぐ
る様々な社会経済情勢の
変化に対応しつつ、持続
可能な県土・都市づくりを
進めていくことが必要と
なっています。

出典：逗子市都市計画マスタープラン



（1） 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針
（都市の将来像と、その実現のための方針です）

（2） 区域区分
（市街化区域と市街化調整区域の区分分けです）

（3） 都市再開発の方針
（都市機能の回復と向上を図るための方針です）

（4） 住宅市街地の開発整備の方針

（より良い環境の住宅地にするための目標などです）

を神奈川県が定めます。

線引き見直しの対象①

（9）

～まちの将来像を実現するための方針を定めます～



線引き見直しの対象➁

（10）

神奈川グランドデザイン

神奈川都市マスタープラン

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

・都市計画の目標

・区域区分の決定の有無

及び区域区分を定める際の方針

・主要な都市計画の決定の方針

都市再開発の方針

住宅市街地の開発整備の方針

土地利用規制・誘導

【区域区分・用途地域・地区計画等】

都市計画事業等

【都市施設・市街地開発事業等】

＜神奈川県＞ ＜逗子市＞

即する

即する

即する

逗子市総合計画（基本構想・実施計画）

逗子市都市計画マスタープラン

・将来都市像、都市づくりの目標

・将来都市構造

・分野別基本方針

逗子市立地適正化計画

・コンパクト・プラス・ネットワークの都市構

造形成を実現するためのマスタープラン

即する

基づく

整合

線引き見直し

即する

整合



｢都市計画区域の整備、開発及び
保全の方針」とは ①_少し具体に

～都市計画の基本的な方針を定めるものです～

（11）

（１）都市計画の目標
・都市づくりの目標を定めています。（集約型都市構造の実現など）

（２）区域区分の決定の有無
・首都圏近郊等で無秩序な市街地にしないために定めています。

（３）主要な都市計画の決定の方針
・土地利用、道路や公園等の都市施設整備、自然的環境の保全の
ための方針について定めています。

（４）都市防災に関する都市計画の決定の方針
・火災対策など安全安心な都市づくりを進めるため
に定めています。



｢都市計画区域の整備、開発及び
保全の方針」とは ②

• 逗子市が定める都市計画マスタープランは、
県の｢都市計画区域の整備、開発及び保全の
方針」に即して作成されており、神奈川県と
県内の各市町は、連携して案を作成します。

（12）



｢都市計画区域の整備、開発及び
保全の方針」の見直し

主な変更点

変更点 変更理由

１ 変更
総合計画に包含されていた都市計画マスタープランを分離し
新たに策定したことに伴い、都市づくりの目標を変更。

都市計画マスタープラン
との整合

２ 追加
新たなライフスタイルへの対応も視野に、定住や若い世代の転
入を誘導するため、空き家や空き地の活用の促進を図る。

改正空家法との整合

３ 追加

地域の実情に応じ防災･減災対策を通じた災害リスクの低減。

災害レッドゾーンは基本的に都市的土地利用を行わない。ま

た、市街化調整区域に接し災害レッドゾーンが含まれ、かつ、

計画的な市街地整備の予定がない土地は、逆線引きを検討。

第８回線引き見直しにお

ける基本的基準

４ 変更

緑の基本計画の改定に伴い、自然環境の形成に係る風致地
区や近郊緑地保全区域等の地域制緑地についての保全に関
する方針を変更。（二子山近郊緑地特別保全地区として指定
に向けた調整を進めていくなどを追記）

緑の基本計画との整合

（13）



｢都市計画区域の整備、開発及び
保全の方針」の見直し

主な変更点

（14）

変更点 変更理由

５ 追加

下水道施設については、適時適切な維持管理により長寿命化

を図るとともに、耐震化対策を進める。また、老朽化した施設

については、改築等により機能更新を図る。

神奈川県汚水処理事業

広域化・共同化計画と

の整合

６ 追加

流域治水プロジェクトに取り組む流域については、河川管理者、

下水道管理者及び流域に係るあらゆる関係者が協働し、流域

全体で水害を軽減させる治水対策に取り組む。

田越川水系流域治水プ

ロジェクトとの整合

７ 変更

緑の基本計画の改定に伴い、自然的環境の整備又は保全に

関する都市計画の決定の方針のうち、緑地・オープンスペース

等の整備・保全の方針等を変更。（逗子駅周辺など景観形成

拠点にし、これと連携することなど追記）

緑の基本計画との整合

８ 追加
土砂災害の未然防止及び被害軽減のための予防対策を推進
する。

地域防災計画との整合



区域区分（市街化区域・
市街化調整区域）とは ①

（15）

～市街化区域と市街化調整区域の区分です～

・区域区分とは、都市計画区域について無秩序
な市街化を防止し、計画的な市街化を図るた
め、市街化区域と市街化調整区域との区分を
定めるものです。

出典：神奈川県HP



区域区分（市街化区域・
市街化調整区域）とは ②

（16）

市街化を抑制すべき区域で、原則とし
て新たな建築物の建築などが制限さ
れています。

既に市街地を形成している区域及び
概ね10年以内に優先的かつ計画的に
市街化を図るべき区域

市街化区域

市街化調整区域
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町丁界・字界
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都市計画区域

桜山６丁目地区

地番界 → 現地杭界

区域区分の見直し

（17）

・事務的変更１件

（区域区分境界の錯誤を修正）

変更前 変更後

現地杭界



議題（４）
逗子都市計画用途地域の変更
について（付議）

（18）



逗子市では、

神奈川県の第８回線引き見直しに伴い、
本日の付議案件となる逗子都市計画用途
地域の変更手続きを行っています。

（19）



用途地域とは ①

・神奈川県の区域区分見直しによって、逗子市
では用途地域を変更します。

• 用途地域は、土地の利用目的によって区分し、
建築物などについての必要な制限をすること
により、土地の合理的な利用を図るものです。

（20）



用途地域とは ②

• 用途地域は、次の13種類があります。

（21）
出典：流山市HP



用途地域とは ③

・神奈川県の区域区分見直しによって、逗子市
では用途地域を変更します。

• 用途地域は、土地の利用目的によって区分し、
建築物などについての必要な制限をすること
により、土地の合理的な利用を図るものです。

（22）
出典：流山市HP



用途地域とは ④

• 都市全体の土地
利用の基本的枠
組みを設定する
ものとして、逗
子市では市街化
区域内を右表の
用途地域に指定
しています。

（23）

種類 面積 色 割合

第一種低層住居専用地域 約499ha 60.0％

第一種中高層住居専用地域 約59ha 7.1％

第二種中高層住居専用地域 約1ha 0.1％

第一種住居地域 約200ha 24.0％

第二種住居地域 約15ha 1.8％

近隣商業地域 約38ha 4.6％

商業地域 約18ha 2.2％

準工業地域 約1.9ha 0.2％

合計 約832ha



（24）

（用途地域図）

変更箇所



変更内容（付議事項）

（25）



変更の概要

• 区域区分の変更において、区域区分境界の錯
誤を修正した箇所（逗子市桜山６丁目 １箇
所）について、用途地域（第一種低層住居専
用地域）を修正します。

（26）



変更の理由

• 区域区分の境界を明確化することに伴い、用途
地域においても同様に境界の明確化（界線根拠
の変更）を行うものです。

（27）



（28）
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（29）

逗子都市計画用途地域の変更・新旧対照表

用途地域面積

変更なし



第８回線引き見直しスケジュール

（30）



これまでの経緯

令和４年１２月
第８回線引き見直しにおける基本的基準策定（県）

令和５年３月 素案作成に係る市・県協議開始

令和６年９月 ①素案の閲覧及び公述の申出

令和６年10月 ②県素案に対する公聴会の開催

令和７年２月 国・県協議
～４月

令和７年５月 ③都市計画案の公告・縦覧（法定）

（31）



住民・利害関係人意見の反映

①素案の閲覧及び公述の申出

⇒ 閲覧者 ３名 公述申出人１名

②公聴会の開催

⇒（神奈川県素案に対する意見）

公述人１名（意見の分類：その他）

③公告・縦覧

⇒ 縦覧者 ０名 意見書提出なし

（32）



今後の予定

令和７年７月22日 逗子市都市計画審議会

令和７年８月27日 神奈川県都市計画審議会

令和７年度中 神奈川県・逗子市都市計画決定・告示

（33）


